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～今月の表紙～

国見小学校で入学式が行われ
ました。先生に一人一人名前
を呼ばれた新入生。みんな少
し緊張しながらも元気よく返
事できました。楽しい学校生
活を過ごしてください。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　今年は 4 年に 1 度の「神輿渡御」「山車巡行」が行われ、盛大な例大祭となりました。内谷の村社である春日神社を
出た神輿と山車は、白張と呼ばれる神輿の担ぎ手、楽人、若連や子どもたちと内谷の坂道の多い里山を練り歩き、五穀
豊穣を祈りました。子ども、親、祖父母まで 3 世代で担う祭礼は、伝えたい内谷の誇りであり、国見のたからものです。

内谷春日神社例大祭神輿渡御

『国見のたからもの』№ 24

　

春
の
国
見
町
を
首
都
圏
の
女
性
に
体
験
し
て
も
ら

い
、
町
の
魅
力
を
広
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

体
験
型
バ
ス
ツ
ア
ー
「
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
」
が
4
月
15

日
か
ら
16
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
「
く

に
み
し
ゅ
ら
ん
」
に
は
首
都
圏
に
住
む
女
性
11
人
を
お

迎
え
し
、
国
見
の
春
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

国
見
町
に
到
着
し
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん
を
、
ま
ず

は
鳥
取
の
福
源
寺
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。
福
源
寺
で
は

色
鮮
や
か
な
天
井
絵
を
鑑
賞
し
、
お
茶
場
で
た
く
さ
ん

の
郷
土
料
理
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奥
山
家
住
宅
へ
移
動
し
、
洋
館
で
デ
ィ
ナ
ー

＆
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ナ
ー
で
は
サ

イ
ト
ウ
洋
食
店
の
齋
藤
正
臣
シ
ェ
フ
が
作
る
国
見
産
の

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
ギ

タ
ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

・　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

　

2
日
目
は
満
開
の
花
が
咲
き
誇
る
モ
モ
畑
で
の
摘
花

体
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
。農
業
者
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
夢
中
に
な
っ
て
摘
花
作
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
摘
花
し
な
が
ら
、
農
家
の
方
か
ら
モ

モ
作
り
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
農
業
体
験
の
後
は
内
谷
春
日
神
社
へ
移
動

し
、
太
々
神
楽
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
春
日
神
社
で
は
、

楽
人
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
た
優
雅
な
舞
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
坂

地
区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
た
く
さ
ん
の
料
理
で

の
お
も
て
な
し
を
体
験
し
、ツ
ア
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

2
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

国
見
の
春
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
く
に
み
し
ゅ

ら
ん
」
は
5
月
と
6
月
に
も
開
催
し
ま
す
。

春
の
く
に
み
で

く
に
み
流
の
お
も
て
な
しくにみしゅらん
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みなさんはじめまして
わたしたち「地域おこし協力隊」です。

4 月から地域おこしに取り組む 2 人が国見町へ移り住みました。
『地域おこし協力隊』の登

の ぼ り た て ゆ き
立由貴さん（写真左）と五

い が ら し し い な
十嵐詩菜さん（写真右）

まずは２人をご紹介します。

国
見
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

国
見
町
で
も
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
み
、
農
業
な
ど
の
担

い
手
不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
を
目
指
し
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
4
月
か

ら
2
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
町
内
へ
移
り
住
み
、
町
の

活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

　

2
人
は
、
国
見
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
に
勤
務
し
、
町
の
特

産
品
で
あ
る
あ
ん
ぽ
柿
な
ど
の

生
産
技
術
の
習
得
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
6
次
化
商
品
の

開
発
、
農
産
物
に
関
す
る
情
報

発
信
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
様
々
な
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
国
見
町
の

農
産
物
の
魅
力
を
町
外
へ
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
担
い
手
の
確
保
や
農

産
物
の
フ
ァ
ン
獲
得
を
目
指

し
、
農
業
振
興
や
地
域
の
活
性

化
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
を
考
え
る

　

協
力
隊
員
2
人
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
が
、
2

人
だ
け
の
力
で
は
農
業
振
興
や

地
域
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の

2
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
協
力
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
、
協
力
隊
員

の
取
り
組
み
が
効
果
を
発
揮

し
、
広
く
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。町
の
未
来
の
た
め
、

協
力
隊
員
と
町
民
の
み
な
さ
ん

と
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
2
人
を
見

か
け
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊って何？

　地域おこし協力隊は、平
成 21 年に国が作った制度で
す。地方での人口減少や高
齢化などの問題を解消する
ため、都市部から地方へ移
住し、地域活性化へ向けた
取り組みを行ってもらいま
す。任期は 1 年から 3 年で、
地方公共団体の委任を受け
て活動します。
　全国では 673 自治体で導
入されており、2,625 人の地
域おこし協力隊員がいます。
そのうち県内では 52 人が活
動しています（平成 27 年度
時点）。

yuki noboritate

登
のぼりたて

立　由
ゆ き

貴さん

生年月日：1970 年 3 月 9 日　

出身地：神奈川県藤沢市

趣味：旅行

五
い が ら し

十嵐　詩
し い な

菜さん

生年月日：1993 年 6 月 10 日　
出身地：福島県会津坂下町

趣味：絵を描くこと

shiina igarashi

　隊員の活動や町の魅力を随時発信していきます。
町外出身の 2 人の視点から見た、国見町の新たな
発見があるかもしれません。ぜひご覧になり、隊
員と情報交換しましょう！

国見町地域おこし協力隊の
Twitter と Facebook を開設しました

―自己紹介をお願いします。
　神奈川県座間市からきました登立
です。以前は、小学校の栄養士をし
ていました。
―国見町の地域おこし協力隊にな
　ろうと思ったきっかけは？
　東日本大震災で被災した福島を見
て、福島のために何かしたい、福島
のために自分にできることは無いの
かと考えていた時に、地域おこし協
力隊の募集記事を偶然見つけまし
た。福島県内でいくつか募集してい
る自治体がありましたが、栄養士の

被災した福島の力になりたい

資格を活かして町おこしに協力でき
るのが国見町だったので、国見町を
選びました。
―国見町の印象はどうですか？
　国見町に来ていちばん驚いたこと
は、風が強いこと。雨がななめに降っ
てきて驚きました。雪が降ったらど
うなってしまうのか…。今から期待
と不安でいっぱいです。
―町民のみなさんへ一言
　なるべく早く福島弁を覚えられる
ように頑張ります！よろしくお願い
します。

―自己紹介をお願いします。
　神奈川県藤沢市からきました五十
嵐です。協力隊員になる前は大学で
畜産について学んでいました。
―国見町の地域おこし協力隊にな
　ろうと思ったきっかけは？
　福島県出身ですが、大学が関東
だったため福島を離れました。都会
での生活は便利ではありましたが、
福島の良さを実感し、福島に戻って
就職したいと思っていました。
　自分のやりたいことが定まらず就
職活動を続けていましたが、悩んで
いたときに地域おこし協力隊の募集

国見のみなさんは優しいです

を知り、自分のやりたいことに近い
と思い応募しました。
―国見町の印象はどうですか？
　町民のみなさんがとても優しいで
す。商店街で買い物をしているとみ
なさん声をかけてくれます。この前

「寂しくなったらいつでもはなしに
きてね」と言われ、涙が出そうにな
りました。
―町民のみなさんへ一言
　今後みなさんと会う機会が増える
と思います。よろしくお願いします。
　地域の活性化に貢献できるよう頑
張ります！

国見町地域おこし協力隊
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平成 28 年度「まち」の新たな取り組み

介護予防事業「通いの場」って何？

　地区の集会所など身近な場所で、地域の人が
自主的に集まり、介護予防のための体操などを
週 1 回程度継続的に行う取り組みです。
　元気な人も支援が必要な人も一緒に体操を行
い、介護予防を目指します。
　身近な場所で行われるため、誰でも気軽に参
加でき、介護予防の効果が期待できます。

地
域
で
支
え
合
う

　

介
護
予
防
が
は
じ
ま
り
ま
す

介護予防事業「通いの場」が今年度からはじまりました。

「通いの場」とは体も心も元気になれる場所。

地域で支え合って介護予防に取り組んでいきます。

参加者はみんな笑顔で「通いの場」に集まります。

幸
せ
は
元
気
な
暮
ら
し
か
ら

　　

今
年
度
か
ら
介
護
予
防
の
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
通
い
の
場
」
事
業
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。「
通
い
の
場
」
の

モ
デ
ル
と
し
て
他
の
地
区
よ
り

早
め
に
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ

た
第
2
町
内
会
で
は
4
月
15

日
、
開
所
式
が
第
2
集
会
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
町
内
会
の
み
な
さ
ん
は

「
通
い
の
場
」
の
こ
と
を
「
し
・

あ
・
わ
・
せ
健
康
教
室
」
と
名

前
を
付
け
ま
し
た
。
元
気
に
暮

ら
す
こ
と
が
幸
せ
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
親
し
み
の
こ
も
っ
た

愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
通
い
の
場
」
で
は
、
運
動

指
導
士
の
先
生
を
講
師
に
、
参

加
者
で
介
護
を
予
防
す
る
た
め

の
体
操
を
し
ま
す
。
体
操
は
手

足
を
使
っ
た
簡
単
な
動
き
の
も

の
が
多
く
、
誰
で
も
取
り
組
め

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
会
場

内
は
、
み
な
さ
ん
の
笑
い
声
が

絶
え
ず
、
終
始
和
や
か
で
、
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
声

　
「
み
ん
な
で
集
ま
り
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
楽
し
い
の
で
、

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
運
動

も
楽
し
い
で
す
が
、
こ
こ
に
来

る
と
み
ん
な
の
顔
を
見
て
話
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な
に

会
え
る
の
が
楽
し
み
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
佐

久
間
ヨ
シ
さ
ん
。

　
「
通
い
の
場
」
は
、
介
護
予

◀第 2 町内会の「通いの場」

　楽しみながら体操に取り組んでいました

今月号から国見町の新たな取り組みを紹介します。

防
の
体
操
に
取
り
組
む
場
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
同
士
の
交
流

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し

て
の
役
割
も
兼
ね
備
え
て
い
ま

す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
年
度
は
第
2
町
内
会
の
ほ

か
に
町
内
4
カ
所
で
も
「
通
い

の
場
」
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

ま
た
「
通
い
の
場
」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
講
座
が
6
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
体
操
で
体
が
元

気
に
な
り
、
さ
ら
に
、
通
い
の

場
が
地
域
の
み
な
さ
ん
の
交
流

の
場
と
し
て
、
地
域
の
絆
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
町
内
各
地
で

体
も
心
も
元
気
な
人
が
増
え
、

町
全
体
の
元
気
へ
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

　

☎
５
８
５
‐
２
１
２
５

ふるさと国見町応援寄附金
【ふるさと納税】

　国見町にふるさと納税された方には、こ
れまで返礼品として町の特産品である農産
物を進呈してきましたが、今年 4 月より
ポータルサイト「ふるさとチョイス」から
申込みが可能になりました。また、返礼品
の内容も農産物以外に拡充して取り組みを
進めていますので、町外在住者の親戚・知
人のみなさんなどに国見町へのふるさと納
税について、お声掛けをお願いします。

◆事業者のみなさま
　ふるさと納税された方に対する返礼品の
充実に向け、国見町の特産品の種類をさら
に増やしていくため、特産品（食品に限ら
ず幅広い産品で可）の提供（各事業者から
町が購入）に協力いただける町内事業者の
方は、総務課財政係まで連絡をお願いしま
す。

◆ふるさと納税って何？
　「ふるさと納税」とは、新たに税を納め
るものではなく、ふるさと（自分が貢献し
たいと思う市町村）への寄附金になります。
　寄附先の “ ふるさと ” に定義はなく、出
身地以外でも「お世話になったふるさと」
や「これから応援したいふるさと」など、
各自が想う “ ふるさと ” を自由に選ぶこと
ができ、納税者が税金の納付先を選択でき
る制度になります。
　寄附額の一部は、確定申告することで所
得税から還付、ワンストップ特例制度を利
用することで住民税額から控除を受けるこ
とができます。

◆問い合わせ　総務課財政係　
　　　　　　　☎ 585-2114
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周
一

後
藤　

邦
彦

佐
藤　

辰
雄

奥
山　
　

宏

八
巻　

竹
治

斎
藤　

博
昭

佐
藤　
　

孝

髙
橋　

正
夫

五
十
嵐
仁
志

佐
藤　

德
正

佐
藤　

金
宏

佐
藤　

幸
雄

阿
部　
　

正

松
浦　

和
子

德
江　

勝
美

髙
橋　
　

昇

宍
戸　
　

明

八
島　

英
雄

吉
田
善
一
郎

安
藤　

典
夫

鈴
木　

昇
一

髙
橋　

豊
光

石
川　

忠
雄

奥
山　

廣
一

栗
原　

悦
行

平
成
28
年
度
町
内
会
長

藤
田
地
区

源
宗
山
北

大　
　

坂

山
崎
耕
谷

佐
藤　

春
人

羽
根
田　

勉

吉
田　

俊
江

（
敬
称
略
）

小
坂
地
区

小　
　

坂

太
田
川

前　
　

田

板　
　

橋

板
橋
南

泉
田
上

泉
田
中

泉
田
下

鳥　
　

取

内
谷
西

内
谷
東

高
野　

繁
治

橘　
　

正
一

安
藤　

正
晴

阿
部　

良
三

蒲
倉　
　

孝

安
孫
子　

正

大
内　

一
郎

安
齋　

弘
三

佐
藤　

洋
一

赤
坂　
　

齋

佐
藤　

清
二

森
江
野
地
区

第　
　

１

第　
　

２

第　
　

３

第　
　

４

徳
江
北

第　
　

７

第　
　

８

第　
　

９

第　
　

10

第　
　

11

第　
　

12

多
勢　

恒
明

佐
藤　

武
夫

佐
藤　

正
春

佐
藤　

晴
雄

齋
藤　

正
勝

佐
藤　

吉
茂

村
上　
　

一

氏
家　

博
昭

菊
地　

信
七

髙
橋
紀
美
夫

佐
久
間
利
道

大
木
戸
地
区

貝　
　

田

光
明
寺

高　
　

城

大
木
戸

山　
　

根

阿
部　

初
男

渋
谷　

福
重

後
藤　

敏
弘

谷
津　

富
夫

浅
野　

富
男

大
枝
地
区

原　
　

町

築　
　

舘

並　
　

柳

中　
　

部

北　
　

部

川　
　

内

佐
藤　
　

実

松
浦　

幹
男

松
浦　

常
雄

玉
手　

眞
司

佐
藤
長
太
郎

木
村　

正
義

平成 28 年度町内会長会議
町内会長連絡協議会総会

　平成 28 年度町内会長会議が 4 月 13 日、観月台文化
センターで開催され、64 人のみなさんに町内会長を委
嘱しました。

藤
田
光
陽

町　

東

鶉　

町

上　

野

石
母
田
表

石
母
田
北

山
崎
舘

宍
戸　

三
男

須
田　

善
治

八
島　
　

毅

南　
　

良
祐

佐
藤　

喜
平

阿
部　

泰
藏

髙
橋　

弘
信

退
職
さ
れ
た

町
内
会
長
へ
感
謝
状

　

町
内
会
長
会
議
で
は
、
町
内

会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

退
職
さ
れ
た
方
へ
太
田
久
雄
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）　　
勤
続
年
数

13
年

1
年

2
年

4
年

2
年

2
年

7
年

宮　

前

大　

坂

小　

坂

太
田
川

泉
田
上

第　

４

第　

10

第　

11

第　

12

高　

城

川　

内

遠
藤　

久
江

菅
野
善
一
郎

齋
藤　

金
夫

斎
藤　

正
雄

藤
原　

碩
述

佐
藤　

育
男

菊
地　

富
男

小
島　

重
一

菊
地　

安
司

志
村　

孝
明

鈴
木　

節
朗

3
年

4
年

4
年

2
年

4
年

1
年

1
年

1
年

2
年

2
年

2
年

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
会
長
に

佐
藤
正
春
さ
ん

　

町
内
会
長
会
議
に
続
き
開
催

さ
れ
た
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

総
会
で
、
次
の
と
お
り
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

会　

長　
　

佐
藤　

正
春

　

副
会
長　
　

松
浦　

幹
男

　

会　

計　
　

谷
津　

富
夫

　

理　

事　
　

黒
田
加
津
臣

　

理　

事　
　

佐
藤　

金
宏

　

理　

事　
　

宍
戸　
　

明

　

理　

事　
　

鈴
木　

昇
一

　

理　

事　
　

安
藤　

正
晴

　

理　

事　
　

多
勢　

恒
明

　

理　

事　
　

渋
谷　

福
重

　

理　

事　
　

木
村　

正
義

　

監　

事　
　

佐
藤　

清
二

　

監　

事　
　

後
藤　

邦
彦

新たに町内会長に委嘱されたみなさん

　介護保険料が特別徴収（年金からの天引き）となっている方は、4 月・6 月・8 月に「仮徴収」、10 月・
12 月・翌年 2 月に「本徴収」として納めていただいていますが、所得段階の変動や介護保険料の改
定などにより仮徴収額と本徴収額に大きな差が生じてしまう場合があります。
　このため、仮徴収額と本徴収額で大きく異なることが想定される方について、天引きされる額が年
間を通じてできるだけ均等になるように、6 月・8 月の天引きの金額を調整します。
　対象となる方には、5 月中に通知をお送りします。

介護保険料の特別徴収を『平準化』します

仮徴収（暫定賦課） 本徴収（本算定）
4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 翌年 2 月

　　前年の所得が確定していないため、前年度
　２月の天引き額と同じ金額を「仮徴収」とし　
　て納めます。

　　確定した年間保険料額から、すでに仮徴収
　で納めた額を差し引き、残った額を「本徴収」
　として納めます。

○「仮徴収」「本徴収」とは？

　仮徴収額は、原則として前年度 2 月に徴収した額と同額になりますが、所得段階の変動などに
より、仮徴収額と本徴収額の差が大きくなる場合があります。そこで、年間を通じて天引き額が
できるだけ均等になるように、6 月・8 月の天引きの金額を変更するものです。

○「平準化」とは？

～介護保険料の特別徴収平準化のイメージ図（所得段階が第 5 段階の場合）～

↓

平準化しない場合（変更前）

平準化した場合（変更後）
6 月と 8 月の仮徴収額を変更することで、仮徴収と本徴収の保険料額のばらつきを解消します。

◆問い合わせ　保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125
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除染の進捗状況
　道路除染、空き地等の除染実施状況についてお知らせします。（4 月 27 日現在）

１　道路除染（繰越事業）
　　平成 27 年度は 72.8km を発注しており、進捗状況は約 53.6km
２　空き地等除染（繰越事業）

事業所・工場、
　神社等の除染を完了！

全体計画数 事前モニタリング 除染作業着手 除染作業終了

空き地等 374 件 362 件 353 件 350 件

　事業所・工場、神社等の除染については、平成
27 年度事業として取り組んでまいりましたが、3
月末で完了しました。

	

除染完了件数

事業所・工場 165 件

神社等 46 件

森林（生活圏）除染に係る説明会を開催

　森林（生活圏）除染に係る土地所有者説明会を
4 月 22 日、森江野町民センターで開催し、土地所
有者約 30 人が出席しました。
　生活圏の森林除染については、宅地等の生活空
間に隣接している森林の除染であり、平成 28 年
度は主に森江野方部の 4.8ha を対象として実施い
たします。

仮置場の住民監視を開始しました！

　除去土壌等の搬入が終了し遮へい等がすべて完
了した仮置場は、住民による安全性の確認を目的
に、今年度から藤田方部 1 号仮置場（山崎字前柳
地内）外周の空間線量率の測定を藤田方部会にお
願いしました。
　町内の仮置場で住民による監視を実施している
仮置場は、藤田方部 1 号仮置場で 2 箇所目となり
ます。

・代表者　阿部不二子
・活動日　毎月第 1・3 木曜日
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 20 人
・会　費　 1,000 円 / 月 
・連絡先　☎ 585-2514

−プロフィール−

VOL.56

くにみ愛唱歌クラブ

発
声
練
習
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
曲
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

先
生
か
ら
は
、
ブ
レ
ス
の
方
法

や
パ
ー
ト
ご
と
の
音
程
の
練

習
、
発
音
の
仕
方
な
ど
丁
寧
な

指
導
が
あ
る
の
で
、
初
心
者
で

楽
譜
が
読
め
な
い
人
で
も
安
心

し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
月
か
ら
は
秋
に
行
わ
れ
る
町

文
化
祭
に
向
け
て
の
練
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
文
化
祭

で
の
発
表
を
メ
イ
ン
に
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
慰
問
な

ど
も
行
い
、
歌
で
多
く
の
人
に

元
気
を
与
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
練
習
の
他

に
も
、
懇
親
会
や
お
花
見
会
な

ど
を
開
き
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

愛
唱
歌
ク
ラ
ブ
で
は
、
パ
ワ

フ
ル
な
先
生
を
筆
頭
に
、
明
る

く
楽
し
い
雰
囲
気
で
練
習
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
歌
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
の
表
情
は
と
て
も

い
き
い
き
し
て
い
て
、
元
気
な

歌
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
女
性
会
員
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
歌
う
こ

と
が
好
き
な
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

く
に
み
愛
唱
歌
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
19
年
に
結
成
し
た
サ
ー
ク

ル
で
、
来
年
で
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

愛
唱
歌
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

毎
月
2
回
み
ん
な
で
集
ま
り
、

歌
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
歌

う
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広
く
、

童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
唱
歌
を
塚
原
智
香
子
先
生

指
導
の
も
と
参
加
者
同
士
楽
し

く
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
練
習
は
、
ま
ず
発
声

の
た
め
の
準
備
運
動
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合

わ
せ
て
発
声
練
習
を
し
ま
す
。

国見小学校（1 年生）

さいとう　かいち

あかま　あやか

いちじょう　まな
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▲ 4 月 2 日　藤田保育所入所式

▼ 4 月 6 日　国見小学校入学式

▲ 4 月 6 日　県北中学校入学式

▼ 4 月 8 日　くにみ幼稚園入園式

入学・入園おめでとうございます
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太田町長に寄附を手渡す松浦会長（右から 2 人目）

　県北中学校吹奏楽部が 3 月 29 日、国見町デイサービスセン
ターで春の演奏会を開きました。
　演奏会では、AKB48 の「365 日の紙飛行機」や「涙そうそ
う」などが演奏され、部員による楽器の紹介も行われました。
臨場感ある演奏に客席のおじいちゃん、おばあちゃんや保育
所の子どもたちからはたくさんの拍手が贈られました。

町内の無火災を願って…

　JA ふくしま未来ふれ愛グループさくら会（竹田みつ子会長）
は 3 月 30 日、町内の高齢者世帯にお弁当を配達しました。
　さばの味噌煮やほうれん草のおひたしなどが入った手作り
のお弁当は、会員のみなさんが一軒一軒訪問し、言葉を交わ
しながら手渡しました。受け取ったみなさんは笑顔で「あり
がとう」と感謝の言葉を伝え、喜んでいました。

心のこもったお弁当
　をお届けしました

楽器の音色が響き渡った会場

おいしいお弁当をお届けしました

県北中学校吹奏楽部
　春の演奏会

新しい看板と小坂地区運営協議会のみなさん

手作りの看板を設置
　こさかふるさと館入口が華やかに
　小坂地区の中学生がデザインした看板が 3 月 24 日、こさか
ふるさと館入口に取り付けられました。
　看板には樹齢推定 50 年の内谷の杉が使われ、デザインには

「クヌギの木（憩いの場、遊び場）」、「つばめ（巣立ってもま
た戻る）」、「新芽（新しい命）」などが描かれました。子ども
たちの地域への愛情がつまった看板が完成しました。

交通安全に役立てて
　国見ライオンズクラブから寄附

火災の無いまちへ
　国見町消防団無火災祈願
　国見町消防団による無火災祈願が 4 月 3 日、鹿島神社で行
われ、太田久雄町長、佐藤誠消防団長をはじめとする幹部団
員が参列しました。
　無火災祈願では、太田町長や佐藤団長が玉串をささげ、参
列した消防団員は町内の無火災を祈り、予防消防に努めるこ
とを誓いました。

　国見ライオンズクラブは 4 月 4 日、児童の交通安全に役立
ててほしいとの目的で、町に対して寄附をされました。
　贈呈式は国見町役場で行われ、松浦知弘会長が太田久雄町
長へ寄附金を手渡しました。太田町長は「いつも様々なご支
援ありがとうございます。子どもたちの交通事故防止のため
に役立てていきます」と述べました。寄附を手渡す髙村さん

　町内に住む髙村義孝さんは 4 月 18 日、町駅伝大会に役立て
てほしいとの目的で、町に対して寄附をされました。
　贈呈式では、髙村さんが太田久雄町長へ寄附金を手渡しま
した。今年で 40 回目を迎える町駅伝大会へ髙村さんは毎年出
場しています。太田町長からは「第 40 回の記念大会を開催す
るため有効に活用します」とあいさつがありました。

　国見町中尊寺蓮育成会（氏家博昭会長）は 4 月 16 日、約
45a の蓮田に中尊寺蓮の植え付け作業を行いました。
　今年もきれいな蓮が咲くよう会員のみなさんで蓮の根を一
つ一つ植え込みました。今年は、6 月中旬頃に開花する見込み
で、育成会では日々の管理のほか、講演会や絵画コンクール
などのイベントを実施する予定です。

今年も
　きれいな蓮が咲きますように

青空のもと植え付けを行う

　NPO 法人まごころサービス国見センター（髙橋修一理事長）
は 4 月 8 日、地域の居場所「まごころサロン」を開所しました。
　「まごころサロン」は、引きこもり防止や世代間交流などを
目的に、気軽に集まり、自由な時間を過ごすことができる場
所としてセンター内に開設されました。平日午前 10 時から午
後 4 時頃まで運営しています。

地域の居場所づくりに
　「まごころサロン」開所

夜の桜もきれいだね

開所のあいさつをする髙橋理事長

交通事故防止の誓いを新たにした出動式

子どもと高齢者の交通事故防止
　春の全国交通安全運動

　春の交通安全運動の出動式が 4 月 5 日、福島北警察署桑折
分庁舎で行われました。交通安全運動期間中は、母の会によ
る朝の街頭指導や街頭啓発などが行われました。
　また、4 月 10 日の「交通事故死ゼロを目指す日」に合わせ
て 4 月 8 日に、町や交通安全関係団体が藤田駅前で街頭啓発
を行い、駅利用者へ交通安全を呼びかけました。

夜空に浮かぶソメイヨシノ
　観月台公園桜ライトアップ

　桜ライトアップ点灯式が 4 月 5 日、観月台公園で行われま
した。
　点灯式では、岡崎長市商工会長、太田久雄町長、東海林一
樹議長が点灯スイッチを押すと、約 100 本の桜の木がライト
アップされました。幻想的な夜桜を楽しもうと今年も多くの
人が訪れました。

町内一周駅伝大会
　で役立ててもらいたい
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 3 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 9 月生まれ）

7 月 28 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

7 月 20 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

歯と口の健康週間 『健康も　楽しい食事も　いい歯から』

　生涯を通じて自分の歯で食べる楽しみを味わえることを目標にした、歯の健康づくりのための運動
です。年齢や食べ物の種類を問わず「噛む」ためには 20 本必要といわれており、“80 歳で 20 本の歯 ”
と具体的に数値化した名称になっています。

健康コラム 健康な歯を守ろう
80 歳で歯を 20 本以上維持することを目標に

　歯を失う原因のほとんどは、虫歯や歯周病です。歯・口腔は栄養をとるための大切な器官であり、
毎日のケアが重要です。健康で楽しい生活をおくるためには、80 歳で 20 本以上の歯を維持すること
が目標です。

一生自分の歯でいるための５つのポイント
　ポイント１　磨き残しをなくす（1 日 1 回は 10 分以上かけてしっかりと）
　ポイント２　デンタルグッズを使う（デンタルフロスや歯間ブラシ等の使用）
　ポイント３　よく噛む（一口入れたら「30 回噛む」を目標に）
　ポイント４　かかりつけ医をつくる（自宅や勤務先に近いと通いやすい）
　ポイント５　定期的に歯科医院を受診する（歯と口の状態をチェックする）

　6 月 4 日から 10 日までは「歯と口の健康週間」です。
厚生労働省と日本歯科医師会では「8020（ハチマルニイ
マル）運動」を行っています。町でも県歯科医師会から
認定された方を表彰します（詳細については後日回覧で
お知らせします）。
　この機会に「口の中の健康」を見直してみてはいかが
でしょうか。

『8020（ハチマルニイマル）運動とは？』
　

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

総合検診がはじまります !!
　平成 28 年度の総合検診は 5 月 24 日から 27 日、30 日から 31 日、6 月 1 日から 4 日、6 日（延べ
11 日間）に実施します。詳細については、検診が近くなりましたら「総合検診のお知らせ」を各戸
に配布します。

＊年齢起算日は平成 29 年 3 月 31 日です。（②の検診以外）
検診名 対象者 留意点

①胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検診 40 歳以上の方
①から⑥の検診：先に実施しました「健
康管理世帯調査台帳」で町の検診を希望
した方に受診録等を配布します。
⑦の検診：検診会場で希望を伺います。
詳細は「総合検診のお知らせ」でご案内
します。

②健康診査 受診日に満 75 歳 ( ※ ) 以上の方
（後期高齢者医療制度加入者）

③胃がん検診 40 歳以上の方
④大腸がん検診 40 歳以上の方
⑤前立腺がん検診 50 歳以上の男性
⑥骨粗鬆症検診 40･45･50･55･60･65･70 歳の女性
⑦肝炎検査 40 歳以上の方で今まで肝炎検査未受診の方
⑧特定健康診査
  （特定健診）

40 から 75 歳未満の方（受診日に満 74 歳
までの方）（国見町国民健康保険加入者）

国見町国民健康保険加入の対象年齢の方
には町から受診録等を配布します。

※ 65 から 74 歳の方で後期高齢者医療制度加入者も含みます。

　①～⑦の検診は町が住民に対して（②の健康診査は県広域連合より町に委託されて）実施し
ますが、⑧の特定健診は各医療保険者がその保険の加入者に対して実施します（保険証でご自
身の加入している医療保険者を確認願います）。
　なお、社会保険加入者の方（被扶養者のみ）も町で実施する健診会場に『保険証』と医療保
険者が発行する『受診券』を持参することで、受診できる場合もありますので各医療保険者か
らのお知らせ等でご確認ください。

6 月 13 日月は国見町の献血の日です。
いのちを救う　愛の献血にご協力を !!

　【１号車】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２号車】
実　施　場　所 受付時間 実　施　場　所 受付時間

国見町役場駐車場 午前 9 時から
午前 11 時 15 分

八巻石材工業（株）
国見工場前

午前 9 時から
午前 11 時 15 分

（株）大岩マシナリー
国見事業所前

正午から
午後 1 時

（株）大岩マシナリー
国見事業所前

正午から
午後 1 時

一心堂薬局前 午後 2 時 30 分から
午後 3 時 30 分 （株）福梁製作所前 午後 2 時 30 分から

午後 3 時 30 分
福島信用金庫　

国見支店前
午後 4 時から

午後 5 時
清水製作所（株）

福島工場前
午後 4 時から

午後 5 時
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町
職
員
の
募
集

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
職
員

採
用
候
補
者
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

【
一
般
事
務
（
行
政
）
大
学
卒
】

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
受
験
資
格　

昭
和
62
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒

業
ま
た
は
平
成
29
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方

【
資
格
免
許
職
（
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
）】

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
受
験
資
格　

昭
和
62
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
い
ず
れ

の
資
格
、
免
許
を
有
す
る
方
ま

た
は
平
成
29
年
3
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方

▼
募
集
期
間　

5
月
26
日
木
か

ら
6
月
24
日
金
ま
で
（
郵
送
の

場
合
は
6
月
22
日
の
消
印
分
ま

で
）

▼
一
次
試
験
日　

7
月
24
日
日

▼
一
次
試
験
会
場　

福
島
大
学

（
福
島
市
金
谷
川
1
）　

▼
二
次
試
験
日　

一
次
試
験
合

格
者
に
通
知

▼
試
験
方
法　
（
一
次
）
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
適
性
試
験

（
二
次
）
論
文
、
面
接
お
よ
び

集
団
討
論

▼
申
込
用
紙
請
求　

総
務
課
で

交
付
。
郵
便
で
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
「
大
卒
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
ま
た
は
「
資
格
免
許
職

試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
（
角

形
2
号
）
を
必
ず
同
封
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務

課
庶
務
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
２

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業

　

河
川
や
湖
沼
な
ど
の
水
質
保

全
や
生
活
環
境
の
改
善
、
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

を
浄
化
す
る
た
め
の
公
共
下
水

道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
で
は
下

水
道
事
業
計
画
区
域
外
の
地
域

で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

促
進
の
た
め
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
費
用
補
助
金
に
加
え
、
単
独

処
理
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
の

撤
去
費
用
も
補
助
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
※
議
決
予
算
の
範

囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

【
浄
化
槽
法
第
11
条
に
基
づ
く

法
定
検
査
の
実
施
】　

　

浄
化
槽
法
で
は
、
生
活
排
水

の
適
正
な
処
理
お
よ
び
生
活
環

境
の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上

の
た
め
に
、
年
1
回
の
定
期
検

査
（
11
条
検
査
）
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
管
理

者
（
設
置
者
）
は
、毎
年
1
回
、

指
定
検
査
機
関
（
福
島
県
が
指

定
）
の
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）

お
知
ら
せ

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
次
の
検
査
機
関
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
査
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
次
の
検
査
機
関
ま
た
は

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
委
託
し

て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
県
知
事
指
定
検
査
機
関
】

公
益
社
団
法
人　

福
島
県
浄
化

槽
協
会
浄
化
槽
検
査
委
員
会 

福
島
支
所

〒
９
６
０
‐
８
０
５
５　

福
島

市
野
田
町
1
丁
目
16
番
35
号

☎
５
３
１
‐
１
７
６
６

浄化槽の設置

対　象 人槽区分
浄化槽の補助金

（限度額）

下水道事業計画区域
外で、10 人槽以下の
合併処理浄化槽を新
たに設置しようとす
る方

5 人槽 332,000 円

7 人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

単独浄化槽・汲

取り便槽の撤去

対　象 区　　　　分 撤去費補助金
（限度額）

現在使用している単
独処理浄化槽及び汲
取り便槽を合併処理
浄化槽に転換しよう
とする方

単独処理浄化槽からの転換で撤去が必

要な場合であって、施工上の制約の有

無に関わらず、同一敷地内に合併処理

浄化槽を新設する場合

45,000 円

上記以外の場所に新設する場合および

汲取り便槽からの転換の場合
30,000 円

農業委員会からの
お知らせ

　5 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　5 月 23 日月　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場　
　　　　　　2 階　大会議室

　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
生
活
改
善
相

談
会
（
無
料
）

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
は
、
家
計
や
経
営
の
相

談
役
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
収

入
・
支
出
・
資
産
・
債
務
・
保

険
の
保
障
内
容
な
ど
を
う
か
が

い「
ど
こ
か
に
無
駄
は
な
い
か
」

「
よ
り
良
い
お
金
の
使
い
方
は

な
い
か
」
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
だ
さ
る
方
で
す
。

　

相
談
会
で
は
、
相
談
内
容
を

も
と
に
家
計
診
断
を
し
、
借
入

金
・
過
払
い
金
・
保
険
・
年
金

等
、
生
活
改
善
の
提
案
を
す
る

こ
と
で
、
家
計
全
般
の
見
直
し

が
で
き
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
相
談
し
て
み
た
い
け

ど
、
不
安
が
あ
っ
た
り
、
敷
居

を
高
く
感
じ
て
一
歩
踏
み
出
せ

な
い
で
い
る
方
も
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
で
き
る
内
容
】

・
家
計
の
管
理
や
家
計
収
支
を

見
直
す
方
法
は
？

・
お
金
の
運
用
方
法
は
？

・
子
ど
も
の
教
育
費
の
目
安

は
？

・
住
宅
購
入
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
計
画
を
見
直
す
方
法
は
？

・
保
険
の
見
直
し
方
法
は
？

・
老
後
や
年
金
の
こ
と
が
心

配
！
老
後
の
生
活
設
計
を
立
て

る
に
は
？
な
ど

▼
日
時　

5
月
21
日
土
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
50
分

▼
場
所　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
2
階
第
1
会
議
室

▼
相
談
員　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
遠
藤
明
彦
さ
ん

▼
申
込
定
員　

7
人
程
度
（
相

談
時
間
1
人
50
分
）
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
予
約
（
先
着
順
）

を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
予
約

も
受
付
し
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　

☎
５
８
５
‐
２
７
８
０

高
齢
者
向
給
付
金

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
の
受
付

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
高
齢
者
の
方
を
支

援
し
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
給
付
金
の

申
請
先
は
、
平
成
27
年
1
月
1

日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
町
村

に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以

上
に
な
る
方
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
に
は
町
か
ら
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
（
平
成
27
年

度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
で
も
、
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

▼
給
付
金　

1
人
に
つ
き
3
万

円▼
申
請
期
間　

7
月
14
日
木
ま

で
。午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午
、

午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で
※
土
日
祝
日
は
受
付
を
行

い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
場
所　

保
健
福
祉
課

▼
提
出
書
類　

①
申
請
書
②
本

人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
・

運
転
免
許
証
・
障
が
い
者
手
帳

等
）
③
振
込
口
座
を
変
更
さ
れ

る
人
は
振
込
先
に
指
定
す
る
通

帳
④
は
ん
こ
⑤
代
理
の
人
が
申

請
す
る
場
合
は
、
代
理
人
の
身

分
証
明
と
な
る
も
の
を
持
参
く

だ
さ
い
。

【
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

問
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ

くらしの情報

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐

１
９
２
（
平
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
）

【
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

人
権
に
関
す
る
困
り
ご

と
な
ど
の
相
談

　

毎
年
6
月
1
日
は
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の
日

に
合
わ
せ
て
、
町
で
は
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
る
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
次
の
日
程
に
よ
り

人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、
行
政

相
談
委
員
と
地
域
の
お
悩
み
ご

と
に
関
す
る
民
生
児
童
委
員
も

会
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

付
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や

お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

6
月
1
日
水
午
前
9

時
か
ら
正
午

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
第
二
和
室

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３
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「心配ごと相談」
  　 開催日　  6 月 1 日水（人権）、23 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　6 月 21 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

6 月の
相談会

県
警
音
楽
隊
が
観
月
台

に
や
っ
て
く
る

　

福
島
県
警
音
楽
隊
は
、
県
民

と
警
察
を
結
ぶ「
音
の
か
け
橋
」

と
し
て
、
演
奏
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
阿
津
賀
志
学

級
の
交
通
安
全
教
室
で
県
警
音

楽
隊
が
演
奏
し
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
公
開
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

5
月
17
日
火
午
前
10

時
45
分
か
ら
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係　

☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
47
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

定
期
的
に
元
気
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
不
要
・
無
料
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

5
月
26
日
木
午
後
4

時▼
場
所　

公
立
藤
田
総
合
病
院

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ

▼
演
題　

肝
臓
の
病
気
～
あ
な

た
の
肝
臓
大
丈
夫
で
す
か
？
～

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

消
化
器
科
近
藤
祐
一
郎
副
院
長

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー　

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

す
り
か
み
浄
水
場
一
般

公
開

▼
日
時　

6
月
4
日
土
か
ら
5

日
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
（
受
付
時
間
）

▼
場
所　

す
り
か
み
浄
水
場

（
福
島
市
飯
坂
町
字
沼
ノ
上
1

番
地
の
1
）

▼
主
な
催
し　

①
浄
水
場
管
理

本
館
等
の
見
学
②
ビ
デ
オ
上
映

③
摺
上
川
ダ
ム
紹
介
コ
ー
ナ
ー

④
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
⑤
水

道
水
の
試
飲
会
⑥
構
成
団
体

コ
ー
ナ
ー
⑦
お
た
の
し
み
コ
ー

ナ
ー
（
水
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
）
⑧

来
場
者
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

『
す
り
か
み
の
水
』
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

問
福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企

業
団
総
務
課

☎
５
４
１
‐
４
１
０
０

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
福
島
民
報
社
で
は
、
今
年
中

に
金
婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。

▼
該
当
す
る
夫
婦　

昭
和
41
年

に
結
婚
し
た
夫
婦
お
よ
び
そ
れ

以
前
に
結
婚
さ
れ
、
届
出
を
し

て
い
な
い
た
め
に
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
夫
婦

▼
受
付
期
限　

7
月
15
日
金

▼
申
込
方
法　

国
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
５
８
５
‐
３
４
２
０

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試

験
）
を
実
施
し
ま
す
。
申
込
み

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

期
間　

6
月
20
日
月
午
前
9
時

か
ら
6
月
29
日
水（
受
信
有
効
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

込
み
が
で
き
な
い
環
境
に
あ
る

場
合
は
、
受
付
期
間
前
に
余
裕

を
も
っ
て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
一
次
試
験
日　

9
月
4
日
日

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

試
験
係

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐

２
０
２
２

東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
で

は
、
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。
東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
受
験
申

込
画
面
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
期
間　

6
月
29
日
水
午

前
10
時
か
ら
7
月
13
日
水
午
後

5
時

▼
一
次
試
験
日　

8
月
21
日
日

▼
一
次
試
験
地　

福
島
市
ほ
か　

▼
一
次
試
験
合
格
発
表　

9
月

くらしの情報

　　
　　人口　　  9,586 人　（△ 9）
　　  男　　    4,617 人　（△ 9）
     　 女　         4,969 人　（－）　
　    世帯　  　3,409 世帯（+4）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 3 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 5 月 12 日、19 日、26 日
　　　　　　　　     6 月 2 日、  9 日、16  日、23 日、30 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
3 月 21 日～ 4 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

「火災に注意しましょう」
　火の取扱いには十分注意しましょう。

　　　

ゴミ出しルールとマナーを守りましょう！
収集日・分別区分を守り、ごみを出してください。

13
日
木
午
前
9
時
30
分

▼
職
員
採
用
合
同
説
明
会　

9

月
21
日
水
盛
岡
、
9
月
22
日
木

仙
台

▼
二
次
試
験　

9
月
29
日
木
以

降
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

各
機
関
に
て
実
施

▼
受
験
資
格　

昭
和
61
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
区
分　
【
事
務
系
区
分
】

事
務
、
図
書
【
技
術
系
区
分
】

電
気
、
機
械
、
土
木
、
建
築
、

化
学
、
物
理
、
電
子
・
情
報
、

資
源
工
学
、
農
学
、
林
学
、
生

物
・
生
命
科
学

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
‐
２
１
７
‐

５
６
７
６
（
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
）

カヤッブヤブサトウ　アメリタさん 54 （ 錦 町 ）
八巻　大介さん 37 （ 徳 江 北 ）
佐藤　一則さん 62 （ 貝 田 ）
佐藤　一江さん 98 （ 第 ２ ）
佐藤　專吉さん 87 （ 本 町 ）
佐藤　富雄さん 85 （石母田東）
紺野平二郎さん 87 （ 本 町 ）
瀨戸　健兒さん 71 （ 町 東 ）
鎌田　　健さん 68 （山崎小舘）
渋谷　キンさん 96 （ 光 明 寺 ）
佐藤　シンさん 93 （山崎小舘）

●誕 生 お め で と う ●　

伊東　夢
ゆ う な

叶ちゃん
寿哉さん　美穂さん （山崎耕谷）

八巻　彩
さ や か

加ちゃん
真司さん　加津江さん（藤田光陽）

松浦　麻
ま お

央ちゃん
秀樹さん　綾香さん （ 大 木 戸 ）

加藤　暖
は る と

人ちゃん
克洋さん　朋子さん （ 滝 山 ）

くらしの情報

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

6
月
1
日
か
ら
10
日
は
「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
で
す
。

　

不
法
電
波
は
、
人
命
に
か
か

わ
る
重
要
無
線
通
信
を
妨
害
し

て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。

　

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い

て
は
相
談
窓
口
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相

談
窓
口

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐

０
６
４
１

後藤　匠
たくみ

ちゃん
勝之さん　恵美さん （ 錦 町 ）
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行事のお知らせ

学級生のみなさん

白熱した試合

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
成
人
学
級
開
講
式

　

第
14
回
国
見
町
剣
道
祭
を
3

月
27
日
、
柏
葉
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
の
錬
成
試
合
に
は
約

２
２
０
人
が
参
加
し
、
午
後
か

ら
は
稽
古
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
参
加
者
（
佑
武
館
）
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】
第
3
位
…
佑
武

館
Ａ
【
小
学
1
・
2
年
の
部
】

優
勝
…
朝
内
希
美
、
敢
闘
賞
…

後
藤
絢
【
小
学
３
・
４
年
の
部
】

第
3
位
…
後
藤
玲
・
佐
藤
陽
生
、　

　

成
人
学
級
開
講
式
を
4
月
22

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室
で
25
人
の
学
級
生
が
出

席
し
、
行
い
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
岡
崎
忠
昭
教
育

長
か
ら
「
自
分
の
時
間
を
持
つ

こ
と
、
人
と
つ
な
が
る
時
間
を

持
つ
こ
と
、
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
藤
田
総
合
病

院
の
佐
藤
昌
宏
副
院
長
か
ら

『「
地
域
包
括
ケ
ア
」っ
て
何
？
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
健
康
に
留
意
し
有
意

義
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
今
年
度
の
成
人
学
級
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

技
を
磨
き
合
う

　
国
見
町
剣
道
祭

敢
闘
賞
…
加
藤
駿
介
・
志
村
尚

哉
・
石
田
聖
虎

5 月 11 日 水 くにみ女性教室開講式
14 日 土 少年仲間づくり教室開講式
17 日 火 阿津賀志学級

県警音楽隊演奏会
19 日 木 ブックスタート
20 日 金 成人学級
21 日 土 よしもとお笑いまつり
22 日 日 町長杯スポーツ大会開会式
27 日 金 町長杯スポーツ大会
28 日 土 国見っ子わんぱく広場開講式

国見町子ども司書講座①
大枝歴史講座

29 日 日 町長杯スポーツ大会
6 月 4 日 土 沢木順ミュージカルセミナー

6 日 月 休館日
7 日 火 阿津賀志学級

町長杯スポーツ大会表彰式

【セミナー】
◆日時　6 月 4 日土第 1 部　午後 2 時
　　　　　　　　    第２部　午後 6 時
◆場所　観月台文化センター大研修室
◆参加料　無料（各 50 人限定）
　観月台文化センター窓口へ申し込みく
　ださい。
◆コンサートは 7 月 2 日土に行われます。

沢木順コンサート＆
ミュージカルセミナー 2016

講演する佐藤副院長

　

横
浜
市
在
住
の
石
原
隆
江
さ

ん
か
ら
、
貴
重
な
美
術
品
34
点

が
国
見
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
夫
の
故
石
原
巌
さ
ん
（
元

石
原
商
店
社
長
）
が
生
前
収
集

し
た
作
品
を
、
縁
あ
る
当
町
に

ご
遺
志
と
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

寄
贈
品
は
、
絵
画
や
版
画
、

彫
刻
か
ら
な
り
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
展
示
す
る
と

と
も
に
、
県
立
美
術
館
へ
の
寄

　　　大枝歴史講座
「阿武隈川と人々の関わり」～大枝の舟運・河岸・宿場～

　阿武隈川は、人々に恵みと災害をもたらし、国見町の歴史・発展に欠かすことのできない大河です。
江戸時代、河岸や宿場が形成され舟運に関わった大枝にスポットをあてます。
　◆日時　5 月 28 日土　　　　　　　　　　　　　　◆場所　東大枝地区交流館
　　　　　午後 1 時 30 分から午後 3 時　　　　　　　　　　（伊達市梁川町東大枝字北町 132-1）
　◆講師　齊藤市郎さん（梁川郷土史研究会員）　　　◆申し込み　不要（定員 100 名）

石原コレクション名品展
～国見に花開く美の精華～

　石原さんからの寄贈を記念し、展覧会を開催
します。福島県立美術館の協力により、同館が
石原さんより寄贈された、ロダンや佐藤忠良、
小磯良平等の名品も展示します。
◆期間　6 月 11 日土から 19 日日（9 日間）
◆時間　午前 9 時から午後 5 時 
　　　　（最終入館は午後 4 時 30 分まで）
◆会場　観月台文化センター大研修室
◆観覧料　無料
◆ギャラリートーク
　（県立美術館学芸員による
　作品紹介）
　6 月 11 日午前 10 時～
　6 月 19 日午後 1 時 30 分～

　

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
の
試

弾
会
を
4
月
16
日
、
17
日
の
2

日
間
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
12
月
に
ホ
ー
ル

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
「
ウ
イ
ー

ン
の
至
宝
」
と
呼
ば
れ
る
ピ
ア

ノ
と
観
月
台
の
舞
台
を
気
軽
に

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
し

た
も
の
で
、
2
日
間
で
26
組
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
の
音
色
と
ホ
ー
ル
の
響

き
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

響
き
渡
る
ピ
ア
ノ
の
音
色

　
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
試
弾
会

ピアノとオカリナのアンサンブル

よしもとお笑いまつり in 国見町
人気芸人６組が登場 !
抱腹絶倒のステージ !!

◆日時　5 月 21 日土午後 6 時 30 分開演
◆会場　観月台文化センターホール
◆入場料　
　4,000 円
　（全席指定）
◆プレイガイド　
　観月台文化
　センターほか
◆問い合わせ　
　観月台文化
　センター
　☎ 585-2676

ロダン≪髪をすく女≫

多
数
の
美
術
品
を
寄
贈

　
横
浜
市
の
石
原
さ
ん

太田町長と石原隆江さん

贈
品
も
合
わ
せ
、
下
記
の
と
お

り
展
覧
会
を
開
催
し
、
披
露
し

ま
す
。
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

5/13 「新緑の国見♪」

放送日 放　送　内　容

5/20 「甘～い！！！」

5/27 「今年もやります！！」

6/3 「もうすぐ。。。」

今月は地域おこし協力隊の 2 人

を取材しました。終始おもしろトー

クを繰り広げる登立さんとマイ

ペースな五十嵐さんの絶妙なバ

ランスがツボで楽しく取材させて

もらいました。また、いろいろお

話を聞かせてくださいね。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ5月

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14

・広報くにみ
5月号発行日

・乳幼児健診
3歳6か月

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室

開講式
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室開講式

15 16 17 18 19 20 21
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・阿津賀志学級
・いきいきサロン

内谷・鳥取
（午前10時～）
徳北・第7

（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・乳幼児健診3・9か月
・いきいきサロン

塚野目（午前10時～）
第2（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

大木戸（午後1時半～）

・よしもとお笑い
まつりin国見町

・国見小学校運動会

22 23 24 25 26 27 28
・町長杯スポーツ

大会開会式
（ソフトボール・
家庭バレーボール・
卓球・ソフトテニス）

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・町長杯スポーツ
大会（グラウンド
ゴルフ）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場開講式

29 30 31 6/1 6/2 6/3 6/4
・個人番号カード

交付臨時窓口 
（午前8時半～午後4
時半）

・町長杯スポーツ
大会（テニス・軟式・
野球・バウンドテニス・
柔道・剣道）

・いきいきサロン
高城（午後1時半～）

・税金等納期限 
軽自動車税

・粗大ごみ収集日
・人権相談
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

6/5 6/6 6/7 6/8 6/9 6/10 6/11
・国見ルネサンス

2016　ふるさ
と祭

・観月台文化
センター休館日

・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・阿津賀志学級
・町長杯表彰式
・いきいきサロン

内谷・鳥取（午後1
時半～）

・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・広報くにみ
6月号発行日

・いきいきサロン
第8・第9 

（午後1時半～）


